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(2) ＮＴＴ東日本

ＩＣＴを活用した

地域の文化芸術伝承への挑戦
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先 進テクノロジ ーで見えた170 年目の真実

４4 ］ １
　年

９１

i 月1日(金)～2020 年3月1‾二;(日)

開館時間 ： 午前11 時一午後6 時(入館は閉館の30 分前まで)

休 館 日 ： 月曜日(月曜日が祝日もしくは振替休日の場合翌日)､保守点検日(2/9)､ 年末年始(12/28-1/6)

開催場所: ＮＴＴインターコミュニケーション･センター[Ｉｃｃ]

〒163-1404 東京都新宿区西新宿3-20-2 東京オペラシティタワー４階 京王新線｢初台駅｣東口から徒歩2分

主　　催 ： 東日本電信電話株式会社

協　　力:11 株 式 会 社 ア ル ス テ ク ネ･ イ ノベ ー シ ョン　 山 梨 県 立 博 物 館

‾Ｄ ｉｇｉｔａｌｘ 北 斎 序 章｣ は Ｎ Ｔ Ｔ 東 日 本 ２ ０ 周 年 記 念 事 業 の 一 環 で す
。

作品 画像は株 式会社アルステクネ･イノベ ーションのリマスターアートを活用しています
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災害や経年劣化による文化財消失等のリスクや、文化継承の担い手不足等により、地域 の文化芸術をデジタル化し

伝承したいというニーズが高まっています。文化芸術をデジタル化し｢守る｣だけでなく、地域の価値ある文化や芸術を

発信し新たな魅力を伝えることで｢活かし｣、地域活 性化や経済循環につなげていくプロジェクトです。

地 域 の 文 化 芸 術

工芸

￥

● ● ● ● ● ● ● ● ●

史料1

コ

建造物

曹

絵画

口
祭り

童

轟 デジタル化して保管する
岸 っ
〉ﾕ………:ｊ ＮＴＴ東 日 本 通 信 ビ ル

地域文化芸術プラットフォーム(ａ称)

熟練技能
４ ４

㎜

伝統芸能

９

閉域網でセキュアな環境
＿　　　　　　

低遅延　　　　　　　　通信ビルの耐災害性

地域の価値ある文化や芸術を発信し

地域と地域をつなぐ・地域と世界をつなぐ

jDigitaL ｘ 地 域　 ；

先進技術で伝統文化を進化させ、文化芸術に変革を起こします

※｢Digitalｘ 北斎 序 章｣はVR･ サイネージ･ブロジェクションマッビング等を活 用してい ます、

● ● ● ● ● ● ● ●

E ａrthq ｕａｋｅｓ ａｎｄ ａｂｎｏr ｍａｌ ｗｅａther ｐｈｅｎｏｍ ｅｎａ ａrｅ ｃａｕｓｉｎｇ ｃｏｎｃｅｍ ｏｖｅr ａｎ ｉｎｃrｅａｓed ri ｓk of lo ｓｓ ｏｆ ｃｕltｕral pr ｏｐｅrtje ｓ,pr ｏｍ ｐting t ｈｅ

ｎｅｅｄ ｆｏrdigiti ｚａtｉｏｎ to pr ｅｓｅrｖｅ ｕniq ｕｅ r ｅｓｏｕrｃｅｓ. Digital data pr ｅｓｅｎtｓ ｍ ａｎy ａｖｅｎｕｅｓ of ｕtiliｚａtｉｏｎ ， ａｎｄ ｍ ａｎyha ｖｅ ｓｕgge ｓted it ｃａｎ

ｂｅ ｕｓed to help impr ｏｖｅ ｌｏｃａｌ ｅｃｏｎｏｍｉｅｓ. ＮＴＴ Ｅａｓt iｓ b ｕilding a fr ａｍ ｅｗ ｏrk t ０ ９ｅＨ ｈｅ ｍ ｏｓt ｏｕt of digiti ｚｅｄ ｃｕltｕrａｌ ａｎｄ ａrtiｓtic ｗｏrk ｓ ，

and i ｓ ｗｏrking ｗith people to br ｉｎｇ ｌｏｃａｌ ａrｅａｓt ｏｇｅther ａｎｄ ｃｏｎｎｅｃt tｈｅｍ t ｏ the ｗider ｗ ｏrld.

こ の 取 組 み は 実 証 実 験 段 階 で す
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ＩＣＴを活 用した地 域 の文 化 芸 術 伝 承 への挑 戦

ＮＴＴ東日本グループならではのアセットを活用し

地域文化芸術の伝承を通じた地方創生をコーディネートします。
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肉北
眼斎

の
桜
や
筆
遣
い

肉
眼
で
く
っ
き
り

2
0
億

画

素

の

解

像

度

で

デ

ジ

タ

ル

化

し

て

み

た

ら

葛
飾
北
斎
の
代
表
作
「
冨
嶽
三
十
六
景
」
が
、
2
0億
画
素
と
い
う
解
像
度
で
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
。

実
に
、
最
高
級
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
約
１
０
０
倍
だ
。

桜
の
花
び
ら
一
枚
一
枚
、
水
し
ぶ
き
一
粒
一
粒
が
、
鮮
や
か
に
蘇
る
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
が
生
ま
れ
た
背
景
と
、
今
後
さ
ら
に
期
待
で
き
る
こ
と
を
探
っ
た
。

桜 の花 びらが

浮 かび↓こがる

｢ 束 海 道

岫 川 御 殿 山 ノ が ス
。

作品 を拡 大すると中 央の桜の

花びら一枚 一枚の盛り上 がり

がよ くわ かる｡ 摺り 師 が和紙

の裏 側 から盛り 上げ る｢ キ メ

出し｣ 技術だ｡ 湖面には木目が

使 われる ため､ 版木 も吟 味さ

れたことが わかる

「
こ
れ
は

凄

い
。
画
期

的
な
展
示

で

す
ね

。
北

斎
の
筆
遣

い
や
浮
世
絵

の

摺
り
師
、
彫
り

師

の
技

術
の

デ
ィ

テ

ー
ル
を
、
こ

ん
な
に
間

近
に
肉
眼

で

見

ら
れ

る
な
ん
て
」

北
斎
研
究
家

で
元
す
み

だ
北
斎
美

術
館

学
芸
員

の
五
味
和
之

さ
ん
（
6
1）

が
驚
き
の
声
を

あ
げ
た

。

束

京
・
初
台

に
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日

本
Ｉ
Ｃ
Ｃ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、

来
年

３

月
１
日

ま
で
開

か
れ
て

い
る
「

デ
ジ

タ
ル

×
北
斎
　

序
章
」
展

。
2
0億
画

素
と

い
う

、
最

高
級

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
の

約
１
０

０
倍

の
解
像
度
で

、
葛

飾
北
斎

の
代
表
作
「
冨
嶽
三

十
六
景
」

を

デ
ジ
タ
ル
化
し
、

プ
リ
ン
ト

や
、

サ
イ
ネ

ー
ジ
（

デ
ジ
タ
ル
看
板
）

で

展
示

し
て

い
る
。

デ
ジ

タ
ル
化

さ
れ

た
の
は
、
山
梨

県

立
博
物
館

が
所
有
す

る
「
冨
嶽
三

十
六

景
」
全
4
7点
。
初
摺
り

で
、
希

少

な
甲
州
石
班

沢
の
藍
摺
り

を
含

め

た
コ

レ
ク
シ
ョ

ン
は
国
内

屈
指
の
保

存
状

態
と
言
わ

れ
、
新
千
円
札

や

パ

ス

ポ
ー
ト

の
画
像

に
も
使

わ
れ
た
。

オ
リ

ジ
ナ
ル

の
浮

世
絵
は
通

常
約
2
5

セ
ン
チ

×
4
0セ
ン
チ

程
度

の
大
き

さ
だ

が
、
こ

こ
で
は

約
１

・
２

メ
ー

ト

ル
×
２

メ
ー
ト
ル

に
拡
大
し

て
プ

リ
ン
ト
。
光

を
当
て

、
一
部
は
ル

ー

ペ
で
拡
大
し

て
見

る
こ
と

が
で
き

る
。

そ

の
結
果
、

後
述
す

る
「
質

感
制
御

技

術
」
に
よ

っ
て
、
平
面

で
あ
り
な

が
ら
和
紙
に
立

体
感
を
加
え

る
「
キ

メ
出
し

」
と
呼

ば
れ

る
表
現

も
、
鮮

や

か
に
浮
か
び
上

が
っ
て
く

る
。
北

会場内には4K サイ

ネ ージ 裸 眼ＶＲな

ども展示 されてい

る。すべ てに 微 細

な3次 元 の質 感 が

再 現 さ れてい る。

複数の作品 をスラ

イド ショ ー的に流

すこともできる

斎
の
微

細
な

タ
ッ
チ

や
、
江
戸

時
代

の
彫
り

師
や
摺
り
師

の
超
絶
技
巧

が

肉
眼
で
よ

く
わ
か

る
展
示

な

の
だ

。

五
味
さ

ん
が
続
け

る
。

「
浮
世
絵

は
紫
外
線
に
弱

い
の
で

、

光

に
当
て

る
と
１
時
間

で
も
色

が
飛

ぶ
と

い
わ

れ
ま
す
。
原
画

の
保
存
を

考
え

た
ら
、

で
き
れ

ば
公

開
し

た
く

な

い
。
で
も

デ
ジ
タ
ル
作
品

な
ら
そ

れ

が
で
き

る
し

、
拡
大
し
て
間

近
で

見
れ

ば
新
た
な
発
見
も
あ
り
ま
す
ね
」

雲

は

ふ

わ

り

水

は

流

れ

る

今
回

の
展
示

で
認

識
で
き
た
北

斎

作
品

の
「
細
部
」
は

い
く
っ
も

あ
る
。

た

と
え

ば
、
「

東
海

道
品

川

御

殿

山
ノ
不
二

」

＝
上
。
画
面

中
央
の
桜

は
キ

メ
出
し

で
花
び

ら
一
枚
一
枚
を

アルステクネ・イノベーション提供phOt Ｏ



アート

立

体

的

に

表

現

。

雲

は

ふ

わ

り

と

和

紙

の

質

感

を

残

し

、

空

は

横

の
刷

毛

目

が
使

わ

れ

て

い

る

。

湖

面

は
木

目

を

残

し

て

水

の

流

れ

を

表

し

た

。

「

東

海

道

金

谷

ノ

不

二

」

＝
左

下

の

画

面

に

は

約

１

０

０

人

の

人

足

が

い

る

か

、

そ

れ

ぞ

れ

顔

の

表

情

や
筋

肉

の

張

り

が

描

き

分

け

ら

れ

て

い

る

。

波

し

ぶ

き

も

青

い
丸

で

一

粒

一

粒

が

描

か

れ

る

。

「
御

厩

川

岸

よ

り

両

国

橋

夕

陽

見

」

は

、

船

に

乗

る

客

の

菅

笠

が

「
雲

母

摺

り

」

と

い
う

技
法

に

よ

り

、

キ

ラ

キ

ラ

と

輝

い
て

い

る

。

「
武

州

玉

川

」
の

川

の
手

前

側

は
「

ヵ

ラ
摺

り

」

と

呼

ば

れ

る

顔

料

を

使

わ

な

い

技

術

で

摺

ら

れ

て

い

る

。

光

の

当

た

り

方

に

よ

っ

て

奥

の
青

い
部

分

は
水

が
深

く

、
手

前

の
白

い

部

分

は

浅

く

な

る

感

じ

が

見

て

と

れ

る

。

江

戸

の

技

術

を

間

近

に

こ

れ

ら

の
技

術

は

、

専

門

家

に

と

っ
て

は

周

知

の

こ

と

だ

っ

た

。

創

業

１

５

０

年

、
江

戸

摺

り

師

の

伝

統

を

引

き

継

ぐ

東

京

・

水

道

橋

の

高

橋

工

房

６

代

目

、

高

橋

由

貴

子

さ

ん
（
7
5
）

は

こ

う

語

る

。

「
私

た

ち

が

復

刻

作

品

を

つ

く

る

と

き

に

は

間

近

で

オ

リ

ジ

ナ

ル

を

拝

見

し

ま

す

。

そ

う

し

な

い

と
色

も

摺

り

方

も

わ

か

り

ま

せ

ん

か

ら

。

江

戸

の

人

々

も

浮

世

絵

を

手

に

し

て

光

に

か

ざ

し

て

こ

れ

ら

の

技

術

を
見

て

い

た

は

ず

で

す

。

で

も

現

在

の

美

術

館

で

は

、

ガ

ラ

ス

越

し

で

光

も

当

て

ら

れ

ま
せ

ん
か
ら
、
日
頃

は
見

る
こ

と
が

で
き

な

い
技
術
な

ん
で
す
」

山
梨

県
立
博
物
館

の
オ
リ

ジ
ナ
ル

作
品

も
、
年
に

数
日
公

開
さ

れ
る
だ

け

だ
。
通
常
、
美

術
館
の
使
命

と
言

わ
れ
る
「
保
存

、
研
究
、
公

開
」

の

三

つ
を
並
立

さ
せ

る
の
は
、

な
か
な

か
難

し

い
。
と
こ

ろ
が
、
こ

の

デ
ジ

タ
ル
技
術
を

使
え

ば
可
能

に
な
る

。

そ

の
技
術
は

、
ど
う
や

っ
て

生
ま

れ

た
の
か
。

「
当

初
は
微
妙

な
光
沢
を

持
つ
絹
帯

を

デ
ジ

タ
ル

映
像
化
し

よ
う

と
し
て

生
ま
れ
た
技

術
で
す
」

2
0億
画
素

の
解
像
度

と
質

感
制
御

技

術
を

開
発
し

た
ア

ル
ス

テ
ク
ネ

ー

イ

ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン
代
表

・
久

保
田
巌

さ

ん
（
5
7）
は

そ
う

語

る
。

久
保
田

さ
ん
は
前
職

時
代
か
ら
3
0

年

に
わ
た
り

、
世
界

の
美

術
作
品

の

デ
ジ
タ
ル

映
像
化
を
手

が
け
て
き
た

。
2
0
0
7

年

に
は

ダ

ー
ヴ
ィ
ン
チ

の

「
受

胎

告
知

」
を

初

め
て
日

本

に

も

っ
て
き

た
「
レ
オ
ナ
ル

ド

ー
ダ
・
ヴ

ィ

ン
チ
　

天

才
の
実
像

」
展
の
企
画

や
、
そ

の

デ
ジ

タ
ル
化

に
も
携

わ
っ

た
。
独

立
し

て
か

ら
も
、
芸
術
作
品

を

デ
ジ
タ
ル
化
す

る
技
術
の
「
質

」

の
追
求

に
こ
だ
わ

っ
て
き
た
。

「
解
像

度
だ
け

い
く

ら
大
き
く
し

て

も
欠
落
す

る
情
報

が
あ
り

ま
す

。
ア

ー
ト
は
人
知

・
技
術

の
最

高
峰
作
品

な
の
に

、

デ
ジ

タ
ル

の
均

一
な
技

術

で
記
録

で
き
る
と
思
う

ほ
う

が
間
違

っ
て

い
る
。
作
品

ご
と
に
記
録

や
処

理
方
法

も
変
え
な
け

れ
ば
、
最

高
峰

の
質

は
確
保
で
き
ま
せ

ん
」

北

斎

と

モ

ネ

の

比

較

も

久
保

田
さ
ん

は
、
解
像
度

は
横
軸

だ
と

い
う
。
横
軸

に
対
し
て

も
う

一

つ
、
３

次
元
の
微

細
な
情
報
を

集
め

る
縦
軸

「
Ｄ
Ｔ
Ｉ
Ｐ

（
超
高
品

位
質

感

情
報
記
録
処

理
技
術
）
」
を

開
発
し

、

３
次
元

情
報
を
２

次
元
に

落
と
し
こ

人足の表情も

読み取れる
｢ 東 海 道 金 谷 ノ 不 二｣

海のようにうねる波や変 幻自

在 な水 の動 き、あるい は荷 物

に書かれた商標 はこ れまでも

読み取れたが､ 約100人 の人足

の表情や筋肉の張り を識 別す

るのは 難し かった｡ 人 間好 き

な北斎らしく一人一人 にこだ

わりがあ る｡ 水し ぶきの一 粒

一粒も描 かれている

む

こ

と

に

成

功

し

た

。

「
そ

れ

に

は

脳

科

学

も

研

究

し

ま

し

た

。

平

面

の
映

像

を

立

体

と

認

知

す

る
条

件

を

調

べ

て

、

そ

の
微

細

な

値

を

入

力

す

る
と

脳

は

臨

さ

れ

る

。

そ

れ

が

Ｄ

Ｔ

Ｉ

Ｐ

で

、

私

た

ち

の

技

術

の
核

で

す

」

同

社

は

、
こ

の

技

術

を

使

っ

て

パ

リ

ー
オ

ル

セ

ー

美

術

館

の
印

象

派

作

品

１

０

０

点

も

デ
ジ

タ

ル

化

し

て

い

る

。

作

品

を

拡

大

す

る
と

、

作

家

の

マ
チ

エ

ー

ル

（
筆

さ

ば

き

）

が
は

っ

き

り

と

見

え

る

。

こ

う

し

た

こ

と

か

ら

、

か

ね

て

い
わ

れ

て

き

た

ジ

ャ

ポ

ニ

ス

ム

と

呼

ば

れ

る

浮

世

絵

と

印

象

派

の

関

係

に

も

、

新

た

な

提

言

が

で

き

る

と

久

保

田

さ

ん

は
言

う

。

「
た

と

え

ば

北

斎

が

描

い
た

『
風

』

を

モ

ネ

も

描

い
て

い

る

し

、

筆

の

刷

毛

目

を

縦

横

に

塗

り

分

け

て

遠

近

感

を

出

す

北

斎

の
技

法

と

セ

ザ

ン

ヌ

の

技

法

は

酷

似

し

て

い

ま

す

。

ぜ
ひ

専

門

家

に
検

証

し

て

い

た

だ

き

た

い

」

Ｎ

Ｔ

Ｔ

東

日

本

は

こ

の

技

術

に

着

目

し

、
各

地

の
文

化

財

を

デ

ジ

タ

ル

化

し

て

そ

れ

ぞ

れ

の

地

域

の
同

社

の

通

信

ビ

ル

内

に

集

積

。

そ

れ

ら

を

先

進

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

を

用

い
て

発

信

し

て

い
く

こ

と

で

、

新

し

い
形

の
地

方

創

生

を
目

指

す

。

今

年

は

北

斎

没

後

１

７

０

年

。

来

年

は

生

誕

２

６

０

周

年

。

江

戸

時

代

最

高

峰

の

絵

師

と

摺

り

師

や
彫

り

師

の
技

術

が

、

現

代

の

最

先

端

の

技

術

で

蘇

っ
た

。

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家

神
山
典
士

- ･
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